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ドライフードと比べ糞便 pH が高くなる[10]。ジャガイモ繊維は糞便中の短鎖脂肪酸（Short 






















[25]、後者では有益な菌（Biffidobacterium bifidum、B. lactis、B. longum、Lactobacillus 
















ニダゾール、プレドニゾロン投与は Bacteroides 科、Clostridium 科、Fusobacteria 科、
Lachnospira 科、Ruminococcus 科、Turicibacteria 科、Veillonella 科の細菌を減少させ、





























Fusobacteria 科、Clostridium 科、Bacteroides 科、グラム陽性嫌気性球菌の鑑別が可能とな
っている。TOF-MS による Biotyper は臨床的に関連する嫌気性細菌の迅速かつ信頼性の
高い同定手段であることが示されており[3]、試薬のコストも安くなるうえ誰でも扱えるというメリ
ットもある。 
 イヌと霊長類の糞便を使い腸内細菌の乳酸菌とビフィズス菌を Biotyper において分析して
いる報告[23]がある。その際、Lactobacillus 属を選択する培地に MRS 寒天培地、
Biffidobacterium 属を選択する培地に TOS プロピオン酸寒天培地が用いられている。MRS
寒天培地はスキムミルクを含有することにより L. acidophilus の成長が促進されるなど改変が































1 ダックスフント 12 メス 5.8
2 ビーグル 6 オス 9.9
3 柴 5 オス 10.7
4 ビーグル 12 オス 13.9
5 ウェルシュコーギー 1 オス 10.6















表 2. 採材日一覧（2016年） 
犬╲日付 5/11 5/13 5/20 5/27 6/10 6/29 7/6 7/15 7/27 8/19 8/24 8/26 10/12 10/19 10/21 10/28 11/2 11/9
1 
 

























































2.2. 糞便 pH の測定方法 
  pH の測定には pH 試験紙(Johnson Test Papers)を用いた。試験紙の先端に一滴の蒸留
水を染み込ませた後、この先端を糞便の表面に付着させ試験紙の色調の変化からｐH を測
定した。予備検討で、ひとつの糞塊において糞便表面、糞便内部と数か所の pH を測定し
たが、著明な差異が認められなかったために今回は統一して表面の pH を測定した。 
 
 2.3. 糞便中水分量の測定法 





 2.4. 糞便に含まれる細菌の培養法 
  糞便中の細菌の培養は、以下の様に処理をした材料を用いて行った。 




 ３ 10倍、1,000倍、100,000倍に調整した糞便材料を以下に示す平板培地に0.1ml ずつ3
枚のシャーレに撒いた。 
 ４ 培地は、普通寒天培地（ニッスイ）、MacConkey 寒天培地（ニッスイ）、MRS 寒天培地














 各培地で培養しできたコロニーを純培養して、MALDI TOF—MS と Biotyper ソフトウェア
を用いて分離細菌を同定した。この方法は、培養細菌の同定にすでに用いられている
[27,28]。一連の作業手順を以下に示した。 
 １ 各培地からコロニーを選択して純培養した。 
 ２ 純培養したコロニーは MALDI TOF—MS のターゲットプレートに直接塗抹するスメア
法で固定した。 






  得られた成績（pH、水分量、普通寒天培地、MacConkey 寒天培地、MRS 寒天培地、
TOS 寒天培地により培養した生菌数と種類）と硬度(BSFS)との関係を散布図にして表し、ピ
アソンの積率相関解析から相関係数とそのｐ値を求め相関の有無を明らかにした。また各









1. BSFS、糞便 pH と水分含有量との関係 
今回の実験に使用した糞便（25検体）の BSFS は2から6の間であり、平均すると3.56標準
誤差であった。一方、pH は5.2～6.7の間であり平均すると6.2標準誤差であった。図2は、
BSFS と糞便 pH との関係を調べた散布図である。BSFS と pH の間には BSFS が増加すると
pH が低下するという負の相関関係が認められ、相関係数-0.56であった。この相関係数は、
統計上有意（p<0.01）であった。BSFS3の糞便の pH は6.44±0.12（n=8）、4の pH は5.98±
0.25（n=5）、5の pH は5.35（n=2）となったが、BSFS3と4間の比較では pH に有意な差は認め
られなかった。尚、BSFS5に関しては2例であったために有意差検定の対象外とした。 
 
図 2. BSFS と pH の相関性について                                     

















































 表 3 に Biotyper で同定された主要な細菌種と BSFS との関係を示した。それぞれの硬度
が、3 が 13 例、4 が 8 例、5 が 2 例と差があるので直接的な比較は難しかったが、
Escherichia coli は硬度に関係なく共通し糞便中に存在している細菌であった。
Biffidobacterium longum、Biffidobacterium animalis、Streptcoccus canis、
Streptcoccus equinus、Streptcoccus ratti、Enterococcus avium、Enterococcus canin-
testini は、硬度 3 の糞便のみで検出された細菌であった。一方、Streptcoccus gallolyti-
cus は硬度 5 の糞便のみで観察された。 
図5〜図8に BSFS と各培地に培養された菌数との相関性を示した。普通寒天培地、選択
培地いずれの培地で糞便を培養しても、培養された菌数と BSFS の間に有意 （p<0.05）な
相関性はなかった。しかしながら、MRS 寒天培地の培養細菌数と硬度との間の相関係数と
p 値はそれぞれ、-0.38と p=0.08であり有意水準に近い値を示した（図7）。 
前章の検討で糞便硬度と相関が認められた pH に着目し、ｐH と各培地に生えた菌数の
の相関を調べた。図9に示したように pH と MRS 寒天培地の培養菌数の間には関連性が認
められ(n=17)、相関係数が0.62、p 値が0.01以下であることから有意な相関であることが示さ
れた。 













表 3. 各硬度の糞便の Biotyper で同定された菌種 
細菌種＼BSFS 3(n=13) 4(n=8) 5(n=2) 
Escherichia coli 6 5 1 
Biffidobacterium longum 1 
Biffidobacterium animalis 1 1 
Lactobacillus ruminis 1 
Streptcoccus lutetiensis 5 1 
Streptcoccus gallolyticus 1 1 
Streptcoccus canis 1 
Streptcoccus equinus 1 
Streptcoccus ratti 1 
Enterococcus faecalis 1 
Enterococcus faecium 1 
Enterococcus gallinarum 1 1 
Enterococcus avium 1 1 

















図 6.  BSFS と MacConkey 寒天培地の相関性について 







図 7.  BSFS と MRS 寒天培地の相関性について 
横軸に BSFS 値を縦軸に MRS 寒天培地の総菌数をプロットして両者の関連性を調べた。
相関係数は-0.38、p=0.08であったので両者の間に有意な相関がないことが解った。 
 
図 8.  BSFS と TOS プロピオン酸寒天培地の相関性について 








図 9.  pH と MRS 寒天培地の相関性について 
















図 10.  MRS 寒天培地と TOS プロピオン酸寒天培地の相関性について 


























日に S. gallolyticus、7/27日、10/12日、11/2日に S. lutetiensis、10/28日に S. canis、11/2日に
S. equinus、11/2日に S. ratti、8/26日、10/28日に B. animalis であり、採便日により同定され
る菌種に差が認められた。 
 
表 4. 採便日と同定された菌種の一覧（犬番号１） 
菌種 ╲ 日付 7/27 8/24 8/26 10/12 10/28 11/2
S. gallolyticus  ○ 
S. lutetiensis ○ ○ ○ 
S. canis ○ 
S. equinus ○ 
S. ratti ○ 














図 12. 糞便の BSFS、各培地の総菌数の時間推移（犬番号１） 
左縦軸は BSFS(青色)を右縦軸は普通寒天培地（黄色）、MacConkey 寒天培地（緑色）、
MRS 寒天培地（紅色）、TOS プロピオン酸寒天培地（水色）の総菌数の変化をそれぞれ示









1. BSFS、糞便 pH と水分含量との関係 
 今回の実験ではイヌ糞便の硬度（BSFS）に影響を与える因子について明らかにするため







pH もこれに類似すると考えられるが、今回の糞便 pH の結果はほぼその範囲内であった。
糞便内には腸内細菌が生息しており、Lactobacillus 属や Biffidobacterium 属などのいわゆ
る善玉菌が多いと乳酸などの酸性物質を出すため pH は低下を示す。反対に病原性のある
Clostridium 属などの悪玉菌はアルカリ物質を代謝産物として発生させるため、悪玉菌が増
えるとアルカリ性に傾くと言われている [30] 。本実験の結果から、糞便が硬いと pH が高く、






便と混じりで pH が増加した可能性も否定できない。今回 BSFS6は１検体しか見られなかっ



















して MRS 寒天培地と TOS プロピオン酸寒天培地を用いて Lactobacillus と
Biffidobacterium の同定を試みたが、Lactobacillus 属は L. ruminis のみ、Biffidobacterium
属は B. longum と B. animalis のみしか同定することが出来なかった（表3）。他の菌種が同定
出来なかった原因については今後の検討が必要である。 今回の検討でイヌ糞便から高頻
度に同定された菌種は、Streptcoccus 属と Enterococcus 属のものであった。Streptcoccus 属
と Enterococcus 属は、Lactobacillus 科に属しホモ乳酸発酵をする性質を持ち L 型乳酸を生
成することが知られている[1]。硬度との関連では。S. lutetiensis は BSFS3の糞便で他の種
類よりも高頻度で観察される傾向にあった。S. lutetiensis は、Streptcoccus を6つにクラスター
化する分類では bovis group に属する種類である [16] 。ヒトでは、S. bovis は大腸ガンとの関














Lactobacillus 属の選択培地であるが、実際は選択性が低く Streptcoccus 属や Enterococcus




本研究で pH と MRS 寒天培地の細菌数との間に有意な相関が認められた。MRS 寒天
培地は原則的に乳酸菌を選択する培地であるが、今回の実験では pH が高い糞便ほど
MRS 寒天培地に生える細菌数が多い傾向にあった。このような傾向が認められた理由は不













3.  糞便パラメーターの時間変動 
 犬番号１（ダックスフント、メス）の経時的な変化を検討したところ、BSFS と pH に大きな変
化は見られないものの、水分量が5月の測定では平均値に比べてそれぞれ低値、高値を示
した。この時 BSFS は一定値で3を示していたことから、糞便には外見で硬く見えても内部に








































３． 糞便中で優勢に同定された菌は大腸菌を除くと Streptcoccus lutetiensis であった。こ
の細菌は BSFS3の糞便おいて他の菌種と比較して高頻度に観察された。また、
Lactobacillus 属、Biffidobacterium 属は BSFS3と4で認められたが、BSFS が5の糞便
では検出できなかった。 
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